
補正予算第 6 号 代表質疑 

いのちが大事 野村羊子 

2020 年度一般会計補正予算（第 6 号）について、いのちが大事を代表して、質疑をい

たします。新型コロナウィルスの感染の終息は見えません。持続可能な対応・対策を検討

し実施していく必要があります。そのような観点から議案の内容を明らかにするために以下

質問します。 

補正予算概要に沿って、順次質問いたします。 

概要 12 ページ、■感染者等の受け入れ態勢の整備 

★民生費 １家族が新型コロナウィルスに感染した市民の宿泊施設の整備について、 

これは、コロナウィルス感染者がケアしていた家族で、自身は検査で陰性である人のケア

について、旧どんぐり山を活用し、ショートステイとして活用する事業です。運営委託料に２

４９４万５千円、清掃業務委託料７２７万３千円、施設改修工事費５００万円、水光熱費８

４３万３千円等、合計４８４７万４千円を計上するものです。 

Ｑ１ 高齢者、障がい者、子ども、いずれも、現状でも緊急一時保護ないしショートステイの

制度があります。既存の制度で対応可能と考えますが、それらでは対応できない場合、と

はどのような場合を想定しているのか、お伺いします。 

Ｑ２ 対象者の要件は 3 点定められていますが、要件に合致するか否かは、だれが判断

するのでしょうか。具体的にお答えください。 

Ｑ３ 介護保険制度、障がい者支援制度等をすでに利用している場合、サービスを継続し

て利用可能なのでしょうか。通所等の送迎は検討しているのでしょうか。 

Ｑ４ 1 日あたり 3 人を定員としていますが、現在までの時点でそのような要望は発生して

いるのでしょうか。他の自治体での例を聞いているのでしょうか。 必要性をどのように把握

しているかについて確認いたしします。 

次に具体的な点をいくつか質問いたします。 

Ｑ５ 3 人に一人のスタッフを配置することを前提としているのでしょうか。職員の配置や処

遇について確認いたします。 

Ｑ６ 一人当たりの利用期間は何日くらいと想定しているのでしょうか。また、利用料金、す

なわち当事者負担はいくらかと想定しているのでしょうか。 

Ｑ７ 対象者が発熱等の症状を生じた場合は速やかに入院あるいはＰＣＲ検査が受けられ

る体制になっているのでしょうか。 

さらに旧どんぐり山の施設についてお伺いします。 



Ｑ８ 旧どんぐり山の施設整備について、今回の補正予算では、改修費は 500 万円＋諸

修繕費１００万円、合計６77 万円となります。トイレ等水回り、空調、脱臭装置等現在ある

施設すべてを改修し運転できるようにするものなのでしょうか。 

Ｑ９ 旧どんぐり山の今後の利用については、今年度は研究会を設置し調査・研究すること

となっています。現状はどのような議論がなされ、検討は進んでいるのでしょうか。そして利

活用について決定するのはいつになるのでしょうか。 

Ｑ１０ 今回の補正予算では、災害時の避難所としての活用も提示されているが、福祉避

難所として活用するのでしょうか、通常の避難所として活用するのでしょうか。これはコロナ

対策で利用していない場合だけ可能なのかをお伺いします。 

Ｑ１１ 例示されている目的以外での、例えば虐待等での緊急一時保護が必要な場合の

利用なども検討しているのでしょうか。 

Ｑ１２ 研修等での利活用も追記されていますが、どの程度の利用頻度をみこみ、利用料

等の検討もしているのでしょうか。 

 

次に、予算概要 14 ページ■市民生活の支援 

★民生費 １ 住居確保給付金による生活支援 についてお伺いします。 

失業により住居を失う恐れがある場合に家賃補助として支給される住宅確保給付金は、

コロナ自粛の中で、休業等による収入の減少等も対応するなどの要件緩和がされ、申請

件数が急激に伸びています。そのための 1 億 703 万４千円と、国の制度改正による追加

支給分３３万４千円を増額するものです。 

Ｑ１３ 今年度の利用実績を月別に具体的な数字でお答えください。 

Ｑ１４ この申請、受理、給付業務は、生活・就労支援窓口が担っており、社会福祉法人

への委託業務です。6 月の補正予算（第 3 号）により 7 月から相談員を一人増員しました

が、実際には 5 月から業務が急増しているはずです。市からの職員の支援があったのでし

ょうか。また、出勤抑制どころか大幅な超過勤務の実態があり、これに対する業務委託料

の上乗せが必要だと考えますが、検討しているのかをお伺いします。 

Ｑ１５ 相談件数が増えており、これから新規申請の件数が高止まりしていく可能性があり

ます。今後のフォローアップも必要です。電話で対応するにしても、直接来庁する相談者

への対応をするにしても、現状の執務スペースは狭すぎます。執務及び相談のためのス

ペースがもっと必要だと考えますが、検討しているのでしょうか。 

 



次に、予算概要 14 ページ ■中小企業の経営継続支援 

★商工費 ４ プレミアム商品券の発行による市内商業の活性化 についてお伺いしま

す。 

５０％のプレミアム付き商品券を 15 億円、販売金額 10 億円、プレミアム分 5 億円、発行

し、事務手数料に 1 億 530２万円 3 千円を充て、総額６億５３０２万３千円を計上するも

のです。 

Ｑ１６ 今回 10 億円の発行額とした根拠をお伺いします。 

Ｑ１７ 過去のプレミアム商品券事業の場合、三鷹市ではプレミアムを基本１０％としてい

ました。今回、コロナ災害の中でプレミアム商品券事業はあちこちの自治体で実施されよう

としています。調布市では３０％のプレミアム商品券事業をすでに開始しています。プレミ

アム部分を５０％とした根拠についてお伺いします。 

Ｑ１８ 今回の補正予算の財源としての国の新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨

時交付金は、７億１８６万３千円であり、そのうちの７１％にあたる５億 3１６１万千円をこの

プレミアム商品券事業に充てています。国の交付金の使途についての制約や例示等は一

切なく、市の判断ととらえてよいのでしょうか。 

Ｑ１９ 今回、将来的な地域通貨等の実証実験と位置づけ、電子決済によりデジタル商

品券も発行します。デジタル商品券を 7 割、紙商品券を 3 割とした理由をお伺いします。 

Ｑ２０ 購入上限額を一人 3 万円（額面４万５千円）とした根拠についてお伺いします。 

Ｑ２１ 過去のプレミアム商品券事業では、大型店と市内事業者のそれぞれの登録件数、

および利用率、すなわち商品券回収率はそれぞれ何パーセントかを、具体的な数字を回

答ください。 

Ｑ２２ 予算の内訳は、商品券販売・換金等業務委託料が 6 億 4520 万円です。プレミア

ム部分の 5 億を除くと、１億 4520 万の事務手数料等となります。これはすでに対応事業

者が確定しているのでしょうか、これから入札等を実施するのかについてお伺いします。 

 

次は、予算概要１９ページ ■子ども・子育て施設での事業継続支援と「新しい生活様

式」への対応、★民生費 ２ 保育施設等従事職員への応援 についてお伺いします。 

これは市内の私立保育園・幼稚園、学童保育所、病児保育施設等々で保育・子育て支

援サービスに継続して従事している職員１３５施設１７５７人に対し、一人クオカード５０００

円分を贈呈する事業です。 

対象者について、一定の議論がありましたので、一点だけ確認したいと思います。 



Ｑ２３ これらの事業は一定の評価をいたしますが、コロナ対策として様々な市民からの意

見・要望が上がっています。特に保育士をはじめとする福祉・教育職、医療関係者やごみ

収集等のエッセンシャルワーカーの人々から、集団ＰＣＲ検査を求める声を多く伺っていま

す。これらの声は市にも届いていると思いますが、様々な要望がある中で、商品券贈呈事

業とした根拠をお伺いいたます。 

 

次に、予算概要 20 ページ ■小・中学校における保護者負担の軽減と「新しい生活様

式」への対応 ★教育費について 2 点お伺いします。 

１ １学期中における学校給食費の一部公費負担 ５０８４万２千円についてお伺いしま

す。 

Ｑ２４ ６月７月の給食費の 1/2 を公費負担は一定の評価をいたします。しかし、実食数

を個人別にチェックをして必要金額を算出し、還付金額を確定して、保護者の口座に振り

込むことになります。この手間暇を考えたら、全額公費負担としたほうが、煩雑な事務の

負担軽減になったのではないかと考えますが、市長の見解をお伺いします。 

 

２ 学校再開後の教育活動支援 １億２１８０万円についてお伺いします。 

網戸やレバー式水道栓などの管理運営費に小中学校併せて６８５２万円、第２保健室を

設置するなどの保健衛生費に小中学校併せて４４６８万円などを増額するものです。 

Ｑ２５ 「新しい生活様式」に対応するため、教員の負担は増えているのではないでしょうか。

備品等の購入も重要ですが、清掃や消毒等の対策のため、あるいは「三蜜」を避けるため

の少人数学級の時間を増やすために人員増を図り、教員の負担軽減を図るほうが重要

だと考えます。そのような検討はしなかったのでしょうか。人員を増した場合、その人件費

に国の交付金を充てるのは可能かを確認します。 

以上で、壇上での質問を終わります。自席での再質問を留保いたします。答弁のほど、よ

ろしくお願いいたします。 


